
　

　

　
　

○評価表（自己評価）
□評価項目 □評価項目に対する設計者のデザイン意図

普通 優れている 卓越している 小計

０ ＋１ ＋２

お手洗い機能と小便器機能を一体にする事を曲線を含めた

デザインで実現したことによるシンプルな美しさの演出

シンプルさを持つことにより建築意匠とのバランスを持つ

ことが出来た

従来と違い小便器の上部で手を洗う事でデザイン含めた

独創性が生まれた

小便及び手洗行為を一体に行うことで新たな行動

パターンが創出出来た

半永久に使えることを想定しシンプルで飽きが来ない

美しいデザインを高い次元で実現出来た

小便及び手洗行為を一体に行うことで別途移動して

行う手洗動作を軽減出来た（高齢者対応）

小便器と手洗器を一体とすることで従来の手洗スペース

を削減出来た

従来の手洗行為を削減出来たことで動線の交わりが

軽減出来た

手洗器と便器を融合させる思想は既存であったが、

その思想を具現化させた

上部の手洗水を再利用することで節水に寄与している

従来の手洗スペースを削減することで建築空間を削減

出来た

小便及び手洗行為を一体に行うことで誰もが使い易い

高い次元でのユニバーサルデザイン性が実現出来た

上部手洗水再利用での節水と従来手洗スペースの

削減及び行為一体での移動距離軽減

製品単体では割高であるが従来の手洗スペースを

削減出来る分建築コスト含めて削減に寄与

節水による水道代金の削減及び従来の手洗スペース

を削減することで敷地面積削減に寄与

小便器及び上部手洗器を一体で清掃することで

維持管理効率を向上した

手洗器と小便器が一体化しているため、材質はオール

陶器製であり、公共空間での使用に十分な耐久性である

節水及び従来手洗スペースの削減からライフサイクル

コストの削減を達成
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（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記述してください。）

　

○ 1

20ＬＣＣ ○

18維持管理 ☆ ○ 1

2

Ｄ.経済軸（LCC）

Life Cycle Cost

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ ○ 　 0

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ

15先進性 　 ○

○ 2

　 　 ○ 2

13地域環境性 除外

2

Ｃ.社会軸（環境）

Environment

11環境負荷 ☆ 　 ○ 2

12資源消費

09安全性 1

　 　 ○ 2

008利便性

☆ ○

除外

1

2

Ｂ.機能軸（技術）

Technology

06機能性 ☆ 　 ○

07効率性

2

04象徴性 　 ○ 2

03独創性 ○

○ 　

Ａ.感性軸（造形）

Form

01審美感 ☆

05完成度

2

02調和性 ☆ ○ 　

　 ○

☆ ○ 　 1

□特に重視したデザインの視

点

□自己評価欄

1

☆

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性

0

10先導性 　 ○

19耐久性

01審美感
02調和性

03独創性

04象徴性

05完成度

06機能性

07効率性

08利便性14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性

15先進性

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

17ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ

18維持管理

19耐久性
20ＬＣＣ

環境・設備デザインの評価
Ｄ.経済軸（LCC）

Life Cycle Cost

Ｃ.社会軸（環境）

Environment

Ｂ.機能軸（技術）

Technology

Ａ.感性軸（造形）

Form

○作品の写真作品の概要

○公共施設のお手洗いについてはお客様の快適性向上を目的にベビーベット等様々なアクセサリー類を

設置しており全体面積は増える傾向にある。弊社においても同様であり今回トイレ空間を有効利用して

全体面積を減らすことと節水という観点で手洗器一体型小便器を開発し弊社が管理する大分自動車道

山田サービスエリアに設置した。

○当サービスエリアは弊社環境方針である「低炭素社会の実現」「循環型社会の形成」「自然と共生する

社会の推進」を実現したエリアであり（呼称：エコエリア山田）新たな環境技術や最新の省エネ技術・

システムを積極的に採用してつくられたサービスエリアである。ショップやフードコートなど複数の施設

がある中でも「トイレ」はいくつかの先進的かつ独創的な省エネ技術を導入しており省エネと快適さを

両立した「おもてなし」の空間である。

○トイレは、多くのお客様に利用頂くため水使用量は膨大となる。トイレ空間の有効利用と合わせてトイレ

における 「水使用量の削減」は環境負荷軽減に大きく貢献できる指標である。そこで開発・導入・設置

した製品が「手洗器一体型小便器」である。

○対象とする設備の設置状況がわかる周辺を含めた中景写真

環境・設備デザインの解説

○当概機器は小便器上部に手洗器を設置した構造を持つ斬新な機能デザインの小便器である。

①１つ目利点は「省スペース化（空間の有効利用）」で手洗器と小便器が一体となっているため従来の

手洗器数を減らし空間を有効活用でき、パウダーコーナーの設置などに活かされる。

②2つ目の利点は「節水化」であり「小便器上部の手洗器にて使用した手洗水が、そのまま便器洗浄水

に再利用される」ことであり導入により従来と比較して、水使用量を小便器１台あたり、約０．１Ｌ／回

～０．５Ｌ／回削減（手洗利用時間の長短により変動）することで節水効果が得られる。

■トイレ空間の有効利用（手洗器一体型小便器） ■ 西日本高速道路株式会社＋ＴＯＴＯ株式会社

機能性の説明

①上部手洗器で手洗洗浄に使った例えば0.5Ｌをのまま下部の小便器に排水（流し）

し壁面洗浄水として再利用される。

②従来の手洗器の場合は手洗水0.5Ｌ＋

小便器洗浄水2.0Ｌ＝合計2.5Ｌである。

（右図参照）

手洗器一体型小便器の場合0.5Ｌを洗浄水

として再利用するため2.0Ｌから0.5Ｌ差引い

た1.5Ｌが小便器洗浄水として流れるために

0.5Ｌ+1.5Ｌ＝2.0Ｌとなり0.5Ｌを節水した

ことになる。

社会性の説明

①従来の手洗空間を削減することで建築面積が削減でき他への有効利用が可能となる。

②小便行為と手洗行為を同じ場所で行うことから従来手洗器まで移動する必要が無く高齢者にも優しい

行動パターンが提案できた。

手洗器一体型小便器

小便器上部に設けた手

洗い水を洗浄水に活用し、

水資源の有効活用を図る

手洗水 小便器洗浄水

0.5Ｌ 2.0Ｌ

◇既存小便器+手洗器

小便器洗浄水

1.5Ｌ

◇手洗器一体型小便器

0.5Ｌ

手洗水の水を小便器洗浄水に再利用

経済性の説明
（2012年11月21日～2013年7月5日までの検証結果による）

①節水量：検証結果における節水量は0.1Ｌ～0.5Ｌ

②上部手洗器の平均利用率：小便器を利用頂くお客様の８割程度のお客様にご利用頂いた

（期間内の検証結果による）

③上記利用率結果に基づきトイレ空間の有効利用を算定（当社基準：１器あたり３㎡）

従来の手洗器のスペースの4割程度（10器であれば４器削減）の面積が削減可能となる。

④削減した面積をベビーベット等設置スペースに有効利用

作動のしくみ

節水のしくみ

器具配置

■ 第 12 回 環 境 ・ 設 備 デ ザ イ ン 賞 ■

09安全性
10先導性

11環境負荷
12資源消費

13地域環境性


